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データセクション株式会社と物流最適化の共同研究を開始 

～AI（人工知能）を活用した物流最適化の実現へ～ 

 

 

 

大和ハウスグループの株式会社フレームワークス（所在地：静岡県静岡市、代表取締役社長 秋葉 

淳一）は、データセクション株式会社（所在地：東京都渋谷区、代表取締役社長 CEO澤 博史、以

下「データセクション」）と、AI を活用した物流最適化事業の立ち上げに向けた共同研究を開始することと

なりました。 

 

【1】プロジェクトの背景と目的 

EC サイトの普及は消費者の生活利便性を飛躍的に向上させた一方で、多品種、小ロットによる短納

期配送の実現を迫られるうえに、更なるコストの削減が求められるなど、物流業界は益々高度化・効率化

が求められています。 

このような状況に対応すべく、AI とデータを活用した物流領域の高度化・効率化を目指し、フレームワー

クスはデータセクションと共同研究を開始することとなりました。 

先端デバイス活用により収集される様々な物流業務のビッグデータと各種のオープンデータを活用するこ

とで、属人業務を排除し、労働集約業務の効率化やロボットへの業務移管が可能となる状況を提供しま

す。 

例えば、収集したビッグデータをAIが分析判断することにより、「需給予測」ではなく、より精度の高い「需

給見込」を導きだし、最適な在庫配置、最適な人員配置、最適な配車、最適なラインコントロールを実現

し低コスト、短納期でのサービス提供を可能とします。 

データセクションのディープラーニング実用化実績、データ活用ノウハウと、フレームワークスの物流業務に

関するノウハウを掛け合わせることにより、時代の変化とともに必要とされる次世代型物流事業の実現を目

指してまいります。 



 

【2】当社の目指す姿 

当社は、創業以来ロジスティクスの領域に特化し、自社開発の物流センター管理システム（WMS）を

中心とした ITサービスとコンサルティングサービスで顧客企業の経営と現場業務を支援する仕組みを提供し

てきました。今回の協業によって、当社が現在開発中の「次世代ロジスティクスプラットフォーム

（Connected Logistics）」の構築が加速されることとなり、蓄積されたデータの可視化・分析機能がよ

り充実し、IoT時代のニーズに応じたソリューションとしてお客様にさらなる付加価値を提供していきます。 

 

【3】データセクションの目指す姿 

物流業務はあらゆる産業において不可欠な業務と考え、物流の領域での効率化を実現することで、世

の中に広く貢献していくことを目指しています。まずは物流領域でのデータ化から開始し、最適化に取り組ん

でいきます。 

 

■株式会社フレームワークス 

所在地：静岡県静岡市駿河区南町 14-25 エスパティオ 7F  

代表者：代表取締役社長 秋葉 淳一 

設立：2007年 12月 

資本金：100,000千円 

事業内容：自社開発の物流センター管理システム（WMS）を中心とする物流システムの構築、物流コ

ンサルティングサービス等のソリューション提供 

URL：http://www.daiwahousegroup.com/frameworx/ 

 

■データセクション株式会社（東京証券取引所マザーズ市場：証券コード 3905） 

所在地：東京都渋谷区渋谷 2-17-2 太陽生命渋谷ビル 7階 

代表者：代表取締役社長 CEO 澤 博史 

設立：2000年 7月 

資本金：515,530千円（2016年 9月 30日現在） 

事業内容：消費者マーケティング事業/風評リスク対策事業/画像解析事業/ソリューション開発事業/海

外 SNS分析事業 

URL：http://www.datasection.co.jp 

 

 

 

■お問い合わせ先 

株式会社フレームワークス ソリューション営業部 

TEL：03-5297-3155 FAX：03-5297-3157 

E-mail：contact-fwx@frame-wx.com 

http://www.datasection.co.jp/

